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う満洲はも とも と日本人の概念であり、 日本人から見た日本海の対岸地方を意識した言葉
である。満洲と言う言葉が日本の資料に現れるのは1800年前後のこ とであるが、 その当
時はシベリア南部から今日の中国東北地区の北部を指す言葉であった。それが日本の開国、
日清、 日露の戦争を経過してから東北部の南部を意味するよ うになった。 その後の日本の






かめていない。 それでも関東州、 満鉄付属地についてはかな りあるが、 この部分を除く と
全く といってよいほどに資料の状況は不明である。 いや、 関東州や満鉄付属地についてみ
ても、 何を主要な資料とすべきか、何を信頼すべき資料とするかとい うこ とについては共
通の認識ができていない。 そのために研究者によっては、 資料の意味や資料の軽重を確認
せずに、手に触った資料を使う というこ とにもなる。 さ しあたり満洲教育史研究のために
資料の点検が必要とされるところである。
この作業には本来もっ と時間をかけなければな らないが、 戦後半世紀を過ぎて しまった
今、資料が散逸するだけではなく 、在満学校や在満教育の関係者が逝去される状況が起き








しかし関係者の証言を得るこ とはなかなか難しい。 戦後の激しい社会変動を く ぐ り抜け





証言と同様に重要なのは手記である。 手記についても同様な問題がある。 多く の場合、
手記は公表を前提にして書かれている。 しかし、 時にはその手記に 「引用する場合には著
者に相談のこ と」 とい う注が付く こ とがあるように。 筆者には筆者の社会的、歴史的な背
景を十分に理解して欲しいという要求がある。一般の書籍や文書のように読者が自由に読
めばすむのではなく 、こ う した資料は筆者と読者の間にある種の信頼関係があって始めて、
筆者の思いが伝わるものである。 筆者を丸ごと理解しなければならないと言う点で、歴史
研究の資料と してはかな り特殊なものと言えよう。 こ うした事情は手記の筆者が日本人で





ことで済ませるのではな く 、 その資料の上にさらに資料の総体を見て、 その資料の位置を
知る努力が必要である。 言うならば自らの論文に都合の良い 「善本」 だけを集めるのでは
なく 、 「端本」 も集めることを試みるべきであろ う。
近年逝去される在満教育の関係者が多い。それなのに日本の敗戦前後の状況、1940年代




られている。 そ う した目録があれば関係者からもさまざまな助言を得るこ とができるだろ



















の教育機関については、 多く の場合それは軍人養成だけがねらいであったとされ、 モンゴ
ルや北満にあった軍の教育機関が民間人相手のものであり、 その動向が満洲教育の底流と
なっていることに気づいていない。 そこまで言わなく とも、 軍部が満洲国の教育行政で果
たした役割は無視するこ とはできないはずである。
また日本人の教育と漢族、 朝鮮族、 モンゴル人などに対する教育との関連も明らかでな
い。 それは多分、 最も明確になっていなければならないはずの在満日本人教育が、 これま








てきた。 しかしそ う した研究だけでは、 中国側の指導者たちが、 抗日教育運動を含めて東
北の教育全体をどの方向に動かそう としていたのかを明らかにするこ とはできなかった。
さ らに当時の中国東北の教育の状況がどのよ うなもので、 民間の学校がどの方向に動いて













行政の動きよ りも中国の教育に大きな影響力を持っていたのは当然であろ う。 そ う した中
国側の近代化への大きな流れを掴んでみて、初めて日本の 「植民地教育」 が中国側教育に
与えた意味が分かるとい うものである。
近代中国東北地区の教育は、 教育を近代化するこ との良し悪しはさておいて、 強く近代
化への志向を持っていた。 その動きと日本側の教育活動との間に衝突が生まれ、 衝突しな
がら中国側では国民教育を推し進めて行く 。 東北に住むあらゆる人を中国の国民として定
着させるとい う国民教育は、 朝鮮族、 モンゴル族などの少数民族をどのように取り込むか
とい う ところに大きな問題を生ずる。 それならばなお、 日本の 「植民地教育」 にかかわら
ず、 あるいは日本の 「植民地教育」 と衝突しながら、 どのよ うに中国東北地区の教育が展
開したのかを把握しなければならない。 こ う した課題を解く には、 日本の支配下に置かれ
ていた中国側の行政担当者の動向とともに。 教育現場における教育の実態の解明が重要に
なって く る。 まさに手記や証言が求められる理由がここにある。
今日まで満洲国の教育行政 ・政策についても十分な検討がされてこなかった。 例えば教
育政策上の問題と して 「新学制」 などは、 是非とも解明されなければな らない大きな課題
である。 「新学制」 は中国側の教育機関や行政機関を吸収してそれを満洲国の教育体系とし
たものである。 それだけに満洲国の行政の動きを検討するだけでは 「新学制」 の姿を明ら
かにしたとは言えない。 やはり当時の現場の問題を見なければならないだろ う。
例えば留日学生の問題がある。 これまでに中国人留日学生については 「さねと う　 けい
しゅ う」 などの研究があるが、 さねと うも含めて満洲についてはほとんど触れていない。
満洲の留日学生は私費留学生が多い。それだけに個人の側面を見ないわけには行かないし、
手記から読み取る部分が大きいはずである。
またこれまでのところ、 日本人学校に通った中国人 (漢族、朝鮮族、 モンゴル人、 その
他) について検討されたことも無かった。 こ う した側面は政策だけを考えても究めること
はできない。やはり同様に手記や証言を通して個人的な側面も見なければならないだろ う。
しかしこれまでのところ、 満洲国期の中国東北地区のこ う した現場における中国側の教育
活動について検討されるこ とは稀であった。
以上のこ とを踏まえると、 まだまだ満洲教育の研究は緒に付いたばかりで、 まずは基礎
的な作業が必要であろ う と思われる。 特に 1940年代の問題、解放前と解放後の状況のつ










その結果、 著作にはそれまで知られなかった数多く の資料が引用されている。 しかし豊田
の本来のねらいは 「大東亜共栄圏」 で、それも 「言語」 政策を明らかにすることにあった。
その点で満洲についてその状況を詳しく押さえたわけではなく 、 また教育についても言語
教育政策を明らかにするに止まった。 その後、 野村章、 鈴木健一などが満洲の教育を正面
にすえて研究を進めて行く が、資料とい う基礎的な問題から取り組みなおしたのは『満洲・
満洲国教育資料集成』 全23巻 (エム ・テイ出版) であった。 これは1993年5月に出され
たもので、 これ以後は満洲教育史の基礎的な資料を踏まえながら研究が進められるよ うに
なった。 も う一つ忘れてならないのは、 ほぼ同じ頃に出されたもので、 佐藤秀夫を代表と
する日本語教育史研究会の 『第二次大戦前 ・戦時期の日本語教育関係文献目録』 (1993.3)
である。 この中に満洲関係のものが含まれていて、 戦後に出されたものと しては始めての
試みであった。 ただこれは 「大東亜共栄圏」 に属した日本の植民地全般に関するもので、
この中の満洲に関するものはそのほとんどが在満学校で使われた教科書であった。 この結
果から分かるように、 これまでさまざまな側面からのアプローチが可能であったはずなの















て行き、 関係者の逝去に合わせて資料が散逸し始めたこ とも事実である。 そして近年の同
窓会も中心になった人々の高齢化によって閉会となるところも増えてきた。 そのために、












れたものも多く はなく 、大部分は私蔵されていたものである。こ う して私蔵されたものは、
一般には人の目に触れないままに廃棄されてしまう こ とも しばしばである。
もちろん内容は多様である。 形態も、 手書きやガ リ版のものから、活版で製本したもの
までが含まれている。 教育関係者の記録とは言え、 教育や学校についての記述は僅かなも
のから、 相当に詳しいものまである。 書かれている内容もいろいろであるが、 その記録の
多く は、 学校のことを記録するというよりは自分の青春の記録を残したいという強い気持
ちに支えられている。 その想いは日、 中、 韓とも変わりはない。 その意味でこれらの記録
は、 単なる教育の記録であることを越えて、 幅の広いものになっている。
一般の歴史書は、 多く の場合時代を見渡す大きな視点から書かれているが、 しかし同窓
会誌や教育関係者の手記は、 大部分を個人の視点で、 自分が歩いてきた道を自分の視点か
ら書いている。 このために教育の行政、 政策から見るのとは異なる視点を持っていて、 こ
れまでの歴史書に無いものを含んでいる。 こ う した点で、 同窓会関係誌を含めた手記は資
料としても重要である。
しかし多く の手記はしばしば自己肯定的であり、 読み方によっては自慢話に見えるこ と
がある。 だがそれはその人が全力を挙げて生きて来たこ との証であって非難すべきことで
はないだろ う。 も し自慢話と読み取れたならば、 それは歴史を個人の視点から見ることに
慣れていない読み手の問題であって、 書き手の問題ではない。
ほとんどの公共図書館では、 こ う した資料をそれな りの分類項目を立てて収蔵している
わけではない。 あるものは文学作品と して扱われ、 あるものは農業や経済の項目の中に置
かれ、 そして多く は収蔵することもないのが現状である。 今回十分な調査ができなかった
国際友好記念図書館や日本自分史センターのもの、 私蔵されているもの、 さ らには中国、
韓国のものを含むと、 おそらく この数倍の手記があると思われる。本目録は在満教育の全






な課題を読み取り、本目録を補っても ら うこ とにある。 そ して、 引いては教育の現場から
歴史を見直すきっかけとするこ とである。
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「東安高等女学校」 を偲ぶ　 上 ・下











瞑想にうかぷ人々 坂本徹 1969.8 130p 1ご
結城吉之助自伝 1995.2 241p 1ご




野田美鴻 1978.2 518p ・ ご
増補七十二峯浩々散士遺稿　 鏡泊学園外史
第一部
坪井道興 1978.1 31p ’li:
満洲鏡泊学園鏡友会誌 結城吉之助 1994.1 又
満洲鏡泊学園鏡友会誌 結城吉之助 1993.4 1ヒ
会報平成壱号̃ 参号 鏡友会本部事務局 1992 1ご
満洲鏡泊学園鏡友会だより 結城吉之助 1992.7̃ 1こ













水上七雄 1992.5 131p ’R
二十世紀 日本の断章
一大正 ・昭和 ・平成私記-
水上七雄 1996.3 79p ’R
生きて来た記録　 三好正一手記 lb
鏡泊誌　 鏡泊学園村外史 田島梧郎 1982.10 272p Tb















終戦体験記　 1̃ 3 田島梧郎 健康と長寿の
会
1998.1̃ T
大興安嶺の落日　 南ヶ丘牧揚前史 水上七雄 岡部勇雄 1989.1 185p T




師魂　 満洲国立中央師道学院史 補 長野県南嶺会学院史
刊行委員会
1982.10 479p 1ご
同窓会員名簿 中央師道訓練所同窓会 1941.6 71p n
南嶺会会員名簿 中央師道学院同窓会 1986 38p 孔
伊通のほと り一南嶺に結ぶ絆一
(中央師道学院)
長野県南嶺会 1995.2 106p T
赤い夕日の啖野　 小林光春自叙伝 小林光春 鹿児島県南嶺
会
39p T
烏拉　 第二号 師道高等学校学友会 1938.12 258p lt
高原千里　 内蒙古回顧録
(学校関係者記事あ り)
らく だ会本部 1973.9 660p 1ご
思出の内蒙古　 内蒙古回顧録
(学校関係者記事あり)
らく だ会本部 1975. 11 530p ’R
らく だ会会報 (学校関係者記事あり) らく だ会本部
評伝　 太田覚眠老師 そのルーツを訪ねて
(四日市図書館蔵)
秀 ト ンコ リ 1982? 105p liご
新版　 蒙古土産 一宮操子 靖文社 1944.1 313p T
満洲鎮魂　 引き揚げからみる戦中 ・戦後 梁辺先 矢野一翼 イ ンパク ト
出版会
2001.1 174p T






碧空緑野三千里 創立四十周年記念誌 大同学院史編纂委員会 大同学院同窓
会
1972 893p Z










































会報　 n0. 136, 138 大同学院同窓会 2001.2̃ T




建大史資料　 n0. 1̃ 6 建大史編纂委員会 H
建国大学同窓会会報 建国大学同窓会 H
路傍の道芝 百々　 和 H




遺書 森崎湊 図書出版 H



















歓喜嶺 建国大学同窓会 1980 81p Z
回憶偽満建国大学　 長春文史資料 第49輯 長春市政協文史和学習
委員会
1997.4 518p ’R












曙きざす　 建国大学第七期生文集 1981.2 108p K
曙きざす　 建国大学第七期生文集 1986 K
朋友椚　 建国大学第七期生文集 H
八旗　 建国大学七 ・八期合同会報 H
建国大学第九期生　 建国大学第九期生文集 H
興亡の嵐一満洲 ・建国大学崩壊の手記 山田昌治 かんき出版 1980 254p Z
楽久我記
一満洲建国大学わが学生時代の思い出
西村十郎 1991 324p Z
















蘭桜会会員名簿　 平成10年度 新京工業大学蘭桜会 1998 88p K
























採鉱三期だよ り　 杏花 五号 六号 新京工業大学採鉱学科
三期会
1998.2̃ T
採鉱だより　 杏花 七号、 八号、 九号 新京工業大学採鉱学科
学友会
2001.5̃ T
化人　 第1,3̃ 12号 新京工業大学応用科学
科化人会
1973.10̃ T








化人会 1998.5 9p T
働いてちょっぴり楽しんで
「先輩たちの物語』 1̃ 10
苫小牧民報 1998.4.3̃ 4.17 T




サンデー毎日 毎日新聞社 42̃ 45p ’lt
北海道をたべさせるオ トコー田口 グラフ さっぽろ
11 1984nOV
1984.11 4̃ 8p lb
蘭桜冶金会誌 創刊号 新京工業大学冶金学科 1998.3 62p T
自分史抄　 大同江 ・長江 (揚子江) から淀
川まで (新京工業大学機械学科同窓会機友
会会長自伝)
長田重喜 関西図書 1999.4 94p T
蘭桜会福岡支部だより　 n0. 21̃ 2002.1̃ 20p T
飛翔　 第49号一中村孝さんを追悼して 栃本吉之 2001.5 T
駝鈴 中村孝 2001.5 78p T






世界を歩く　 ふた りで歩く 中原常好 (新京工大) 鉱脈社 2003.3 302p T
朋友椚　 私たちの母校訪問 日中技術者訪中団
朋友会訪中団




















新京工業大学一覧　 康徳7・8年度 部分 ’lt
から松よ芽吹け 石川泰結 (新京工大) 苫小牧民報社 1985.1 374p T
春く ると思えば 石川泰絹 苫小牧民報社 1986.2 359p T
ぴんご さんご 石川泰輔 りんかい春秋
社
1983.5 258p T
びんごさんご ( ト レビ文庫) 石川泰輔 日本図書刊行
会
1986.9 201p T
千手院の村 (ふえびと　 第19号) 石川泰輔 苫小牧文学の
会
1989.11 12p T
追悼　 石川泰輔 (ふえびと 臨時号) 苫小牧文学の会 1994.3 97p T
さるすべり　 石川泰輔先生追悼号 第12号 月曜会 1994.3 83p T
逮く にありて思うこと 石川泰輔 ・畠山照雄 月刊 りんかい
春秋社
1994.9 246p T




















1993.10 222p 1 ;
1982年 勁草会名簿 64p T





広陵の抱　 新京師範学校名簿 広陵会本部 2000.4 1ご
元新京師範広陵会　 会報 1998.7 59p T
ひろおか　 n0. 1̃ 広陵会本部 1992.8 lb





















満洲国軍 (新京陸軍軍官学校) 蘭星会 1970 Sk
望台 (新京陸軍軍官学校日系4期) 陸士59期会 1973 Sk







2001. 12 200p 1ご
東海の暁雲
教務部疎開団 ・満洲引き揚げの記
阿部善一 阿部ヤス 1995.12 171p Kj
満洲植物誌の思い出一中国動乱の中にて- 野田光蔵 風間書房 1992.10 278p T
保々隆矣小伝 「満洲回想」 後藤春吉 1961.9 ’R
平成徒然草　 後藤春吉 ・卒寿記念随筆集2 後藤春吉
(満洲教育専門学校)
1996.10 345p T
満洲回想 後藤春吉 1961.9 190p T
わが生涯の足跡
後藤春吉 ・米寿記念随筆集
後藤春吉 潮汐杜 1992.3 301p T








陵南会だより　 n0. 55̃ 満洲教育専門学校同窓
会陵南会
1984.9̃ T
陵南 (陵南第一号) 御橋忠言 満洲教育専門
学校同窓会
1929. 12 83p T
















保々隆矣先生　 みんなみ n0. 12 久野拓造 南方会 1985.2 55̃ 60p K
激動の時代を生きて　 草原の夕陽
(中央師道訓練所 ・興安南省在満国民学校)
山田邦夫 1988.9 347p Kj
満洲っ子　 明日をつ く る人たち と と もに
(満洲女子師道大学)
鈴木満智子 草土文化 1970.8 128p ’R











































若草 (わかく さ ・わか草 ・和か草)
n0. 1̃ 6
長春高等女学校校友会 1950̃







会報　 白雪 第40,41,42,43,44,45号 新京商業学校同窓会白
雪会





白雪会本部 1981.4 366p K
白雪会名簿　 開校80周年記念 新京商業学校同窓会 白雪会本部 1990.6 184p T
白楊　 長春商業学校五十周年記念 長商七期生会 1983.5 307p K
長春学園　 敗戦直後の旧満州で激動の歴史






















室町　 室町小学校創立90周年記念 新京室町会 1998. 11 236p T































解放出版社 2002.6 183p T








長白の嶺にかける夢 (協和会青年訓練所) 佐藤公一 謙光社 1974 349p Sk
明信創立記念同門会誌 (韓国語) 編集委員会 1988.4 224p ’lb
1988年度 会員名簿 間島龍井恩侃同門会 1988.5 28p T
太子河　 満洲本渓湖百年の歩み 本渓湖会 「太子河」
編集委員会
本渓湖会 1992.11 380p Ak
公主嶺　 公小同窓会 会報第48号 公主嶺小学校同窓会 2003.3 4p T
写真集　 満洲公主嶺 その過去と現在 公主嶺小学校同窓会
伊藤聖
朝日新聞社 1988.11 190p T
満洲公主嶺　 過ぎし四〇年の記録
公主嶺小学校80周年記念誌
公主嶺小学校同窓会 1987.11 583p T
満洲公主嶺 伊藤聖 長春出版社 1990.1 610p T
満洲奉天日本人史 奉天会会長福田冑 謙光社 1976.1 377p T









学灯は消えず　 回想満洲の大学奉天学院 奉天学院会編集委員会 奉天学院会 1985.7 349p T


















楡の実　 19号 奉天一中同窓会 2001.9 Mm
楡の実　 奉天第一中学校同窓会名簿 楡の実会本部 1995.5 100p ’R:
楡の実会会報　 n0. 8,10, 13,15, 17 楡の実会 2000.9̃ ’lb
吾亦紅、 地楡 (われもこ う)




二〇の会n0. 25 奉天一中 2001.9 T
奉天　 級友 戦後 奉天一中
昭和17年卒業生
Mm
砂丘　 奉天第二中学校同窓会会報18̃ 19号 砂丘会 2001.7̃ Mm
砂丘七期　 第13号 奉天二中七期会 2002.5 Mm
教壇から家庭へ 堀越喜博
(奉天二中校長)





















十鳳会会報　 第18号 奉天商業学校同窓会 2002.1 Mm
奉工会会員名簿 奉天工業学校同窓会


















湯冶万蔵 2001.10 350p T
奉天加茂小学校同窓会名簿 1992.10 Mm
























同窓会名簿 奉天春日小学校 1980.11 Mm









岩波ブ ック レッ ト n0. 186
野村章 岩波書店 1991.2 62p T
奉天を中心とせる外人伝道師の足跡
「観光叢書」 第11輯








天馬21　 鞍山中学二十一期生文集 天馬21編集委員会 1995.10 255p K
天馬 鞍中時代 創刊号̃ 満州鞍山中学
校同窓会
1997.7̃ T


























龍鳳 満鉄撫順炭鉱龍鳳会 1983.8 280p K
撫順炭鉱終戦の記 (撫順育成　 撫順中学) 満鉄東京撫順会 1973.5 274p K
わが人生の並木道 (撫順工業技術員養成所) 高橋周吉 1984.9 256p Kj
私たちの青春 ・満鉄 私たちの青春 ・
満鉄編集委員会










富士小だよ り　 第二 第三 第五 鞍山富士小の会 2000.3 90p MT



























最後の満州 ・錦州終戦前後 守山誠之 錦州会 1979






南山会会報　 第21,23,31,32,33号 1990.2̃ ’nこ
岬巌県興亜国民優級学校関係文書 金井三郎氏所蔵 14点 ’R
安東省立岬巌国民高等学校関係資料 金井三郎氏所蔵 3点 T
金井三郎氏関係文書 2束 ’k
私の昭和二〇年八月一五日 「商井」 第144号 高井地方史研究会 2003.8 ’k
啖野に生きた若者たち 満鉄育成学校 満鉄若葉会 1982.10 490p K









会員名簿 満鉄若葉会 1999.4 Ky
炎は消えず　 技術開発にかけた満鉄マンの
群像とその背景
原勢二 1974. 301p K
満鉄の大地を生きのびて (鉄工訓練所) 山上春夫 日本国書刊行
会
1997.6 263p Kj
荒野をゆく一熱河 ・蒙古宣教史 熱河会 未来社 1967 264p Sk






回想の旅順 ・大連 寺村謙一 大連史刊行会 1974




竹中憲一 明石書店 2003.3 358p T
大大連のいしずえ




実録　 大連回想 鈴木正次 河出書房新社 1985.2 146p Ak
大連 ・旅順は今 宇田博 六法出版 1992.11 243p Ak












興れ り白雲　 大連の墓標に刻むレクイエム 甲斐正人 大連中学校 1989.6 177p K

















白雲　 五回生 平成五年 1994? 79p l七
―中会報　 第3輯 1947.7
伏丘　 1号̃ 10号 大連一中校友会 1948.10̃ 1988 K
伏丘　 n0. 21,22,24̃ 47 伏水会九州支部連合会 1976.11 Ky
大連一中　 創立五十周年記念


























































大連高女聖ヶ丘会 2000? 90p T






聖ヶ丘会会報　 n0. 1̃ 5, 14 1987.12 Ky






創立二十五周年記年号 大連神明高等女学校 1939.10 ? 172p ’R
大和撫子　 紀元二千六百年木養育勅語煥発
五十周年記念号









































































































還 らざるふる さ と
大連高等商業学校の記録































朋友　 第2号 大連商業学校 1956
朋友　 第3号 大連商業学校卒業50周年記
念　 大商30期 ・青春と嵐の中の記録n
大連商業学校 1995.10 184p Ky

















校友会誌1̃ 30 1933. 1̃ 36.2
校友会誌　 72号 創立30周年記念特集号 1941.2
緑山会誌 (29期) 1997̃






わか く さ　 六十周年記念誌 14 大連女子商業学校同窓
会
わか く さ　 創立六十五周年記念誌 わかく さ会本部 1988.9 Ky





わかく さ　 ミニ会報創刊号 n0. 2 1982.5 Ky
わかく さ　 創立六十五周年記念 ミニ会報 わかく さ会本部 1989.9 Ky






















春日同窓会会報 創刊号 1927.9 Ky
開校十周年写真貼 (昭和5年) 大連春日尋常小学校 1999.11 Ky
大連春日尋常小学校一覧 1929.5 1葉 T













上蔑会報　 n0. 13̃ 21 大連上賤国民学校
同窓会
1996̃ 2001 Ky





























ひまわり　 大連向陽小学校同窓会会報 1985.7 Ky
大連向陽国民学校同窓会名簿 1973.3 Ky
大連向陽小学校同窓会名簿
1985.7　 ・　 1987.6 ・ 1996 ・ 2000
Ky




しもふじ　 創立60周年記念 1991 Ky
下藤創立十周年記念 大連下藤小学校 1940.10 Ky
創立記念帖 大連早苗高等小学校 1930.9 25葉 T






























n0 .　 3̃ 9,20
1990.1̃ Ky











同窓会名簿 大連日出小学校同窓会 1991.6 Ky
会貝名簿　 1981.1　 ・　 1987.5 ・ 1989.5




南山たより 1990.2̃ 95.7 Ky
甦る熱球　 大連朝日小学校少年野球史 1991.7 Ky
大迫第一尋常小学校　 大連朝日尋常小学校
創立60年記念名簿










80周年記念誌 同窓会名簿 1991.9 Ky
90周年記念誌 大連常盤小学校同窓会 2001.10 Ky
ときわ　 大連常盤会会報 n0. 1̃ 35 1986.1̃ Ky























旅順工科大学同窓会 2000.12 319p T
棹尾を飾る
一最後の旅順工科大学予科生の記録

















伏水会報　 n0. 15̃ 41 旅順工科大学同窓会
伏水会本部
1975̃ Ky
会員名簿　 昭和54, 平成4年, 平成14年 Ky




























向陽会名簿　 第14,15号 旅順高等学校向陽会 1997
2000
Ky






桜仁　 n0. 2̃ 37 旅順医専同窓会本部 1966̃ Ky













桜桂同学会名簿　 第一̃ 第五 1950.11̃ 1954
桜桂会員名簿　 平成七年 旅順中学桜桂会 1995 103p lb
桜桂同朋文集 保科喜代次 1952.8
桜桂会誌　 復刊号 1958.1̃




姫百合　 n0. 20,25,28,29 旅順高等女学校
姫百合会
1990.11̃ Ky



















にれい会会報　 n0. 28̃ 旅順女子師範学校
にれい会
1985.12̃ Ky
われ ら　 3号 満洲と旅順師範学校 山根勉 志道会出版部 1972.8 108p lb
われ ら　 4号 旅順師範学校と満洲国の終
焉　 荒廃した祖国とわれら











旅順 ・大連訪問記1999.4.21̃ 26 旅順師範学校同窓会
にれい会
1999.8 24p K
志道n0. 40,41,52,55 旅順師範学校志道会 Ky















志道会名簿　 昭和63年度 ・平成6年度 志道会 Ky
山河越え 旅順師範学校女子部
一期 ( リラセブンの会)
幸敏子 2003.6 249p 1ご






























小山篤 霊玉会 1994.3 161p T
旅順第一尋常小学校一覧 1924.5 1葉 T
遥かな り旅順 創立九十年記念誌 旅順第一小学校白玉会 1996.10 220p T
旅順第一小学校白玉会　 創立90周年記念大
会　 第18回同窓会 平成8年度総会
旅順第一小学校白玉会 1996.10 8p T
白玉会会員名簿 旅順第一小学校白玉会 1993.8 95p lt








旅順の日 60年誌編集委員会 1973.5 409p
旅魂　 旅順海軍予備学生教育部兵科
五期学生二期生徒の記録
旅魂編集委員会 1994.9 579p Ky
遼河　 1995　 40周年記念号 営口中学同窓会 Mm











































会報あんと う 会報事務局 2002.6 28p ’lb
会報あんとう　 40号 最終版 会報事務局 2003.5 47p T
緑水会誌 (1950年版) 林いく子 安東高等女学
校同窓会
1950.7 28p 恥
緑水会誌　 第2号 鈴木淑子他 安東高等女学
校同窓会
1958.7 131p liS
緑水会誌　 第3号 斉藤若菜他 安東高等女学
校同窓会
1961.8 209p 恥








緑水会誌　 第7号 石橋文枝他 1978.4 289p ’k
あ りなれ
2,5̃ 9,11̃ 20,22̃ 27,29̃ 34,36,38̃ 40
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